
第 56 回全日本大学駅伝対校選手権大会 関西学連出場大学選考会 

申し合わせ事項 

1. 入退場について 

 (1) 開門時刻について 

  17:00 1 階正面入口・2 階正面入口 

開会式終了後、マラソンゲートを開門する。 

 (2) ID コントロールについて 

・ID の区分は以下の通りとする。 

場所 1 階正面入口 2 階正面入口 マラソンゲート 

入退場可能者 競技者・開閉会式参加者

(各校 5名) (IDの提示要) 

入退場制限なし 

(ID の提示不要) 

競技者・チームスタッフ（監督・ 

コーチ・付添等）・学連登録者(ID ま

たは学連登録証の提示要) 
 

  ・ID の配布は 17:00 から 2 階正面入口にて行う。各大学代表者 1 名が取りに来ること。 

なお、ID の発行内訳は、各大学につき競技者 16 枚、チームスタッフ（監督・コーチ・付添等）10 枚、 

開閉会式参加者 5 枚とする。 

・一般観客(OB・OG を含む)は、2 階正面入口よりメインスタンドを利用すること。グランドレベルへの       

立ち入りは不可とする。 

・マラソンゲートに入場する競技者・チームスタッフ（監督・コーチ・付添等）・学連登録者は、入場する

際に競技役員に配布された IDもしくは学連登録証を提示すること。 

・競技終了後にマラソンゲートを閉門するので、マラソンゲートより速やかに退場すること。 

   

2. 大学待機場所について 

 (1)  長居公園内の通路は近隣住民の生活道路でもあり、特にヤンマーフィールド長居正面の通路において、 

入退場時にチームで滞留する、シート等を敷くなど通行を阻害する行為は禁止する。 

 (2)  大学待機場所は、メインスタンド下コンコースに設置可能とする。大学ごとの割り振りについては後日 HP 記

載の別紙「コンコース割り振り（大学別）」を参照すること。 

 (3)  コーチングエリアについて 

・第 1 コーナー付近にコーチングエリアを設ける。詳細は、後日 HP 掲載の別紙「入場動線」を参照する   

こと。各大学 ID または学連登録証を提示の上、4 名を上限にコーチングエリアへの入場を認める。 

 (4)  応援について 

・競技者・チームスタッフ（監督・コーチ・付添等）・学連登録者はバックストレートのグランドレベルにて

応援を行うことができる。また、各大学の応援団・チアは、各大学の学連登録者と共にマラソンゲートから

入場し、バックストレートの芝生の上(9 レーンより外側)で応援を行うことができる。 

・メインスタンドで声出し応援をする場合は、周囲の観客へ配慮すること。なおメインスタンドでの集団応援

は禁止する。 

・競技進行上の関係で、競技役員より応援の中止を要求する場合がある。その際は、速やかに競技役員の指示

に従うこと。 
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3. 練習について 

 ⑴  競技場トラックでの練習は認めない。バックスタンド裏走路で行うこと。 

なお、バックスタンド裏走路はマラソンゲート開門後に開放する。 

 ⑵  競技場外で練習を行う場合、公園利用者に十分配慮すること。 

 

4. 開閉会式について 

 ⑴  開会式は17 時30 分よりトラックのメインスタンド側で行う。 

 ⑵  閉会式は競技終了後(21 時00 分開始予定)に行い、その際に結果発表を行う。 

 ⑶  開閉会式は部旗を先頭に5 名並ぶこと。選手の参加が難しい場合は、代理の者を立てることで5 名必ず  

参加すること。 

 ⑷  開閉会式には部旗、支柱を持参すること。 

 ⑸  開閉会式参加者は、1 階正面門から入場すること。(閉会式参加者は、競技終了後 15 分後から大学ごとに入場

すること。) 

 ⑹  開閉会式の並び位置は、後日HPに掲載の別紙「開閉会式並び順」を参照すること。 

 ⑺  雨天の場合、規模を縮小して行う可能性がある。その際は、競技役員の指示に従うこと。 

   

5. 学生審判・補助員について 

 (1) 必ず学連腕章をつけて業務にあたること。学生審判および補助員の服装は、弊連盟より指定されたもの以外

認めない。 

 (2) 食事は必要であれば各自で用意すること。 

 (3) 雨具は各自で用意すること。 

 (4) 学連腕章は必ず部署ごとに全て揃ってから返却すること。個別の返却は認めない。 

   

6. 撮影・メディアについて 

 (1)  各大学関係者による競技風景写真の撮影は、競技・運営に支障の無い範囲で、主催者の定める撮影禁止エリア

外から認める。ただし、競技運営上の配慮から、競技役員が声をかけることがあるが、その場合は必ず競技  

役員の指示に従うこと。 

 (2)  研究撮影を希望する場合は、必ず事前に研究撮影申請を行うこと。各大学の競技研究等を目的とする撮影で

あっても、事前申請がない場合は撮影禁止エリアからの撮影は認めない。 

 (3)  競技風景の映像の撮影と使用については、各大学内での使用に限り、YouTube 等の SNS での商用を目的とした

利用は一切認めない。 

 (4)  大会の映像・写真・記事・個人記録などは、主催者及び主催者が承認した第三者が、大会運営及び宣伝等の  

目的で大会プログラム・ポスター等の宣伝材料、テレビ・ラジオ・新聞・雑誌・インターネット等の媒体に   

掲載されることがある。 

   

7. 競技場使用の注意について 

 (1) トラック内の芝生への進入は一切禁止する。 

 (2) 屋内（1 階雨天走路）・更衣室内に荷物やシート類を置いての場所取りは禁止とする。 
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 (3) 閉会式終了 15 分後に閉門するので、速やかに退場すること。 

 (4) 各大学は周囲の清掃を行い、ごみは必ず各自で持ち帰ること。 

 (5) 大会終了後、競技場外でミーティングを行う場合は、短時間で行う等、近隣住民に配慮すること。 

 (6) 更衣室内のシャワー室の使用は禁止とする。 

 

 (7) 競技場内へ立ち入る際、競技場保護のためヒール、パンプス等の靴を禁止し、運動靴またはスニーカーを 

着用する事。 

 (8) 競技場保護のため、グラウンド内での水以外の飲食は認めない。 

 (9) 荷物の管理は各自で行なうこと。紛失・盗難・破損に関して、弊連盟は一切の責任を負わない。 

 (10) 器具の破損については、当該者の所属大学から必要代金を徴収する場合がある。 

   

8. その他 

 (1) 本大会の入場者全員は、その他資料（要項、競技注意事項等）をよく読み、理解した上で大会に臨むこと。 

 (2) 大会期間中に疑問な点があれば大会本部まで申し出ること。 

   

関西学生陸上競技連盟 

 


